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日　本　人　の　癌
松　本　圭　史＊
　現在の日本では，約30％の人々は癌で死亡し，
30％よりやや多い人々は高血圧・動脈硬化で死
亡している。動脈硬化・高血圧の場合は，その
半数よりやや多くは心臓病（心筋梗塞等）で，
残りは脳卒中（脳梗塞と脳出血）で死亡してい
る。現在の日本人の死因の1』C2，3位である。
以上述べた如く，癌と動脈硬化・高血圧で60％
以上の日本人が死亡し，残りの40％以下の人々
が数えきれない位多数の病因で死亡している。
従って，日本人の癌の事を知り，これを減らす
事が大切である。癌には胃癌，腸癌，肺癌，肝
癌，乳癌，前立腺癌，白血病等多くの癌が見ら
れるが，日本人は欧米人と同様な癌で死亡して
いるのであろうか。
　1．日本人に多い癌，欧米人に多い癌
　終戦直後の頃は，日本における死因の1位は
結核，2位は肺炎であった。癌による死亡者の
数は年々増加し，将来も増加してゆくといわれ
ている。従って，日本では有害な食品添加物や
排気物等が増加している為に癌が増加している
のではないかといった意見を耳にすることがあ
る。しかし，日本における癌の増加は，平均寿
命の高齢化による高齢者の増加の為である。各
年令別の癌の発生率は，日本では全く増加して
いない。日本における癌の増加は，抗生物質の
発見や栄養・環境の改善によってもたらされた
もので，結核，肺炎等の若年者の死因となった
細菌性感染症の克服による平均寿命の著明な延
長によるものである。癌は，遺伝子の変異の長
年に亘る畜積によって発生するので，高齢者程
発生しやすいのである。日本の癌死亡率は，平
均寿命の長い先進国中ではやや低い方である
が，平均寿命の短い開発途上国よりも勿論高い。
?
先進国間では，全ての癌を合わせた全癌死亡率
は国別の差異は少ないが，ある種の癌（例えば，
胃癌，大腸癌，乳癌，前立腺癌等）の発生率に
は以下に述べる急な国別の著明な差が見られ
る。
　日本人には胃癌が最も多い事は誰でも知って
いる。胃癌は，日本では近年になって年々減少
してきたが，それでも全癌死亡の約1／4を占め
1位の座を占めている。それでは，欧米でも胃
癌は最も多いのであろうか。欧米の代表として
の米国と日本の癌の発生率を比較してみると，
米国では胃癌の発生率は低く日本の1／5である。
これに対して，日本では発生率が比較的に低
かった大腸癌，「乳癌，前立腺癌の発生率は米国
では高く，日本における発生率の5一一　10倍であ
る。しかし，近年の日本における食生活，体格，
環境の欧米化と共に，日本でも胃癌は減少し，
大腸癌，乳癌，前立腺癌は増加しつつある。日
本における部位別の癌の発生率には欧米化が見
られる。以上の事は，癌の発生には，食生活，
ライフスタイルが大きく作用する事を示唆す
る。
　2．何故日本に胃癌が多く大腸癌，乳癌が少
　　ないか
　ナポレオンー家に胃癌の多い話，癌は遺伝子
の変異に基く疾患である話等があると，癌は遺
伝要因が大きく関与して発生する疾患の様であ
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るが，癌の発生には環境因子の方が大きく作用
する事が示されている。先述した様に，日本等
東洋人と欧米人を比較すると，東洋では胃癌が
多く，大腸癌，乳癌，前立腺癌が少ない。以上
の事は，東洋人と欧米人の遺伝的な差に依るも
のであると考えられていた事もあったが，遺伝
的には日本人と同じハワイ，カリフォルニア日
系移民の癌の疫学的研究によって，発癌には食
生活，ライフスタイルが主に関与する事が示さ
れた。ハワイに住む日系人では，胃癌が減少し，
大腸癌，乳癌，前立腺癌が増加し，日本人と米
国白人における発癌パタL…一ンの中間のパターン
となる。カリフォルニアに住む日系人でも同様
であるが，カリフォルニア日系二世の発癌を調
べると，さらに米国白人の発癌パターンに接近
する事が示された。アメリカに住む中国人でも，
同様に，中国では少ない乳癌の発生率が著名に
増加し，アメリカ白人における発生率と同様に
なる事が示されている。また喫煙者と肺癌の発
生率との相関についても，女性の喫煙者の割合
が毎年増加を続けると，約20年遅れてこれとほ
ぼ平行した女性肺癌の増加が認められる事が報
告されている。その他，ウイルス性肝炎による
肝癌の発生，ウィスキー等の強い酒とタバコに
よる食道癌の発生もよく知られている。
　以上の様に，疫学的研究が進むにつれて，遺
伝よりも環境要因の方が発癌には大きく関与す
ると考えられる様になった。しかし，明らかに
遺伝する癌もある。幼児の両眼に発生する網膜
芽細胞腫，幼児の腎に発生するウィルムス腫瘍
が有名である。主に食生活，ライフスタイルに
起因すると述べた乳癌でも，5－10％の乳癌は
遺伝性であることが認められている。癌は遺伝
子の変異によって発生すると述べたが，この遺
伝子の変異は多くの癌では成人になってから胃
上皮，乳腺上皮等の体細胞に生じるもので，そ
の人の死と共に滅亡し遺伝はしない。遺伝する
癌では，この様な遺伝子変異が生殖細胞（精子，
卵子）にも存在するのである。
　日本人に胃癌が多く大腸癌，乳癌，前立腺癌
が少ないのは，一口に述べれば日本的な食生活
とライフスタイルによるものであり，日本人で
も胃癌が減少し，大腸癌，乳癌，前立腺癌が増
加してきているのは，日本人の食生活とライフ
スタイルが欧米社会に似てきたからである。
　胃癌の危険因子としては高濃度食塩の過剰摂
取があげられている。日本における冷蔵庫の普
及によって，日本式高食塩含有保存食が著減（食
生活の欧米化）した事が日本における胃癌減少
の主因であると考えられる。胃癌の防御因子と
しての緑黄色野菜摂取の増加も考えられる。欧
米型食生活として，動物性食品（特に脂肪）摂
取量と総カロリーの増加があげられるが，これ
は大腸癌，乳癌，前立腺癌の増加を起す。犬腸
癌では，欧米肉食生活に伴う食物繊維の減少か
さらにその発生を増加させている。乳癌では，
欧米型食事に伴う肥満が乳癌の発生を増加させ
ている。乳癌の発生には女性ホルモンによる乳
腺上皮増殖促進効果が大きく影響するが，その
事は女性ホルモンを分泌する卵巣を幼児期に摘
出した女性における乳癌発生率の著減（約
1／100）からも知る事ができる。この女性ホル
モンは月経のある女性の卵巣から主に分泌され
ているが，閉経後婦人では，卵巣からの女性ホ
ルモン分泌は消失するので，卵巣性女性ホルモ
ンよりも可成り少量であるが脂肪組織で女性ホ
ルモンは産生される。従って，閉経後の肥満婦
人では女性ホルモンの産生が痩せた婦人の2－
5倍と高く，乳癌の発生も2－4倍と増加する。
その他乳癌を増加させるものとしては，欧米型
の食生活とライフスタイルに起因する早い初経
と遅い閉経（女性ホルモンの産生が多くなる），
遅い結婚（遅い初産）があげられる。
　3．発癌に影響する食生活，ライフスタイル
　以上述べた様に，癌の発生には遺伝よりも生
活習慣，食生活が大きく影響する。その中でも
タバコと食生活が重要である。疫学的研究によ
ると，人の癌は，その30％は喫煙によって，35％
は食事によって発生しているという。非喫煙者
と比較した喫煙者の癌死亡率は，肺癌で約4倍
であるが，喉頭癌では約20倍であることも明ら
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かにされている。その他喫煙は食道癌，膀胱癌，
膵臓癌等の発生も増加させる。禁煙は癌を減ら
す最も有効な方法である。これに対して，食事
によるとされている35％の発癌の要因を理想的
な食事を摂る事によって0％にすることは出来
ない。何故ならば，例えば欧米食は胃癌を減少
させるが大腸癌，乳癌は却って増加させる様に
作用するからである。ただ，バランスのとれた
栄養を摂り，食べ過ぎを避け，脂肪を少なくし
緑黄色野菜と繊維質のものを多めにし，塩辛い
物は少なめにし，強いお酒は控えれば，癌の発
生は減少．させることが出来る。現時点ではタバ
コを止めることが発癌抑制に最も有効であり，
高血圧・動脈硬化にも好結果をもたらす。
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幽???????????????????????　　　　　　　　　　　　　ガンの危険信号八か条
1．胃ガン……胸やけや胃のもたれなど，胃のぐあいが悪くないか食べ物の好みが変わっ
　　　たりしないか
2．食道ガン……食べ物や水を飲みこむときに胸につかえる感じがしないか
3．結腸ガン，直腸ガン……便秘と下痢をくり返していないか便に血液や粘膜が混じった
　　　りしないか
4．肺ガン，喉頭ガン……せきが長引いたり，たんに血が混じったりしていないか
5，．舌ガン，皮膚ガン……治りにくいできもの，潰瘍がからだのどこかにないか
6．子宮ガン……おりものが出たり，不正性器出血がないか
7．乳ガン……乳房のなかにしこりが触れることはないか
8．腎ガン，膀胱ガン，前立腺ガン……尿の出が悪くなったり．，尿に血液が混じったりし
　　　ないか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一日本対ガン協会制定一
??????????????????????????
鼎驚驚＊鼎鼎鼎驚艶聴驚立証聴艶冶驚驚勲艶鼎艶驚慕艶聴艶鼎薯驚慕鼎艶鶉艶鼎慕驚鼎驚鼠害鼎鼎
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驚鼎聴勢勢驚驚鼎艶勢驚艶艶鼎驚驚驚驚驚驚艶慕需鼎鼎驚驚驚驚聴聴鼎艶鼎慕鼎鼎鼎聴驚艶藤勢驚
艶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼎婁　　　　　ガンの代表的な症状　　　　　療
治　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚　ガンには特異的な症状はないものの，つぎ
のような代表的症状がいくつか考えられます。
　　　　　は●しこり・腫れ
　からだの表面に近いところにできたしこり
や腫れは，手で触れることができる場合があ
り，目で見て確認できる場合もあります。
　乳ガンでは，乳房にほかの部分よりかたい
　　　　　　　　　　　　こうじょうせんしこりを触れることがあり，甲状腺ガンでは，
くびの前側の部分にできたしこりを触れるこ
とがあります。
　　　　　かん　　　　　すい　胃ガン，肝ガン，膵ガン，大腸ガンなどの
腹部にできたガンでは，おなかにしこりを触
れることがあります。
　　　　　　　　　もも　また，わきの下や腿のつけ根などのリンパ
節が腫れてきて受診し，ガンが発見されるこ
ともあります。ただし，リンパ節の腫れは，
ガン以外の病気でもおこってくるので，それ
だけで必ずしもガンだとはいえません。
　　　　　ひ　ふ　さらに，皮膚ガンの場合は，目で見て異常
に気づくことができます。痛みやかゆみのな
いできものが発生して，比較的短時間の間に，‘
大きさ・色・形などの変化がおきた場合や，
　　　　　　　　　かいよういつまでも治らない潰瘍が皮膚にできていた
ら，早く皮膚科医を受診しましょう。
●出　血
　ガン細胞からの出血は，ガンの種類や発生
した部位によっていろいろな症状となって現
　　　　　　　　　　　　　　けったん　　とけつわれてきます。代表的なものは，血疾，吐血・
かっけつ　　けつべん　　けつにょう
喀血，血便・血尿などですが，これらの症状
はガン以外の病気でもおこるため，やはりこ
れだけでカンとは診断できません。
〈血擁，喀血，吐血〉肺ガンが進行してくると，
少量の血疾が連日出るようになります。喀血
も肺ガンなどで現われる症状です。吐血・下
血は胃ガンなど消化器にできたガンなどでお
こってきます。
　　　　　　せっけっきゅうヲ〈血尿〉血液（赤血球）が混じっている尿を
血尿と呼び，含まれている血液の量が多く，　驚
見た・にも血尿・わか魏1号的血尿・・血液薫
の量がわずかで，尿を顕微鏡でしらべなけれ驚
ばわからない顕微鏡的血尿とがあります。　豊
　このうち自覚できるのは肉眼的血尿だけで婁
すが鵜翻などの康蕗系にガ・醗生塗
　　　　けつにょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフい
すると，血尿が現われてきます。とくにいっ　艶
たん現われた血尿が短時日のうちに消えてし豊
まい，半年以上もたってかた再発する場合は婁
ひにょうき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲泌尿器にガンが発生していることを知らせる　襲
信号のことがあります。　　　　　　　　　　醤
血尿に気づいたら，すぐに泌尿器科医を受壷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフひ診してください。　　　　　　　　　　　艶
　げけつ　　　けつべん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲
〈下血や血便〉大腸ガンの代表的な症状です。虚
こうもん　　　　　　　　　　　かこうけっちょう　「　　　　　　　　　　　　　　ぐい
肛門に近い直腸や下行結腸の場合は，見た目　鼎
にもわかる出血とな。て現われますが肛Fr鷺
　　　　じょうこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く澄から遠い上行結腸や胃からの出血では，黒っ　驚
ぽい便として出るだけで，なかなか血便とは豊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフひ気づかないことが多いものです。　　　　　　　慕
、不正性器出血，女性性器のガ。で現われる豊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフひ　　　 げっけい不正性器舳は調経による出血とまちがわ豊
れることがよくあります。ふだんから，生理虚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐひのサイクルとそのときの特徴をよく知・てお難
くことが必要です。　　　　　　　　　　　　　盆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐう●痛み　　　　　　　　　　　　　　艶
　　　　び・うそう　　　　　　　　　　　　聴　ガンの病巣が骨・筋肉・神経をおかした　曲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフびり，神経を圧迫したりすると，いろいろな痛撃
みがおこってきます。　　　　　　　　　　　豊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフい講潔・・肺ガ・なζ鰐嘱・繍騰
脊髄腫瘍などでおこる背部痛や腰痛，消化器　驚
のガ・や女性性器のガ・でおこ。てくる腹部豊
の痛みな呂痛みはか・特有の症状ではな・魂
・のの…とも強く自覚でき・症状です・難
　いままでに感じたことがない痛み，時間を　驚
追。て痛みが強くなる場合などは，ガ・をは塞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐうじめ重い病気の症状のことがあるので、早く　鶉
医師の診察を受けまし、う。　　　豊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婁
驚驚聴驚鼎聴鼎慕聴驚聴聴聴驚驚驚鼎鼎鼎驚鼎鼎謡言鼎鼎撫驚驚鼎艶鼎驚驚鼎勲驚鼎慕鼎驚藤鼎艶
　　　　　　　　　小川一誠・田口鐵男監修一「ガンの早期発見と治療の手引き」より引用一
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驚艶艶鼎驚驚藤激艶鼎驚驚需慕鼎艶鼎艶聴驚艶勢艶驚驚驚慕驚鼎艶驚鼎驚聴艶艶艶驚驚鼎驚艶驚驚
曲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲ぐひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　ガン予防の十二か条
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????????????????????????????????????
　日常生活で実行してみましょう。
①いうどり豊かな食卓にして、バランスのとれた栄養をとる。
②ワンパターンではありませんか。毎B、変化のある食生活を。
③おいしい物も適量に、食べ過ぎは避け、脂肪をひかえめに。
④健康的に飲みましょう。お酒はほどほどに。
⑤たばこを少なくする。新しく吸い始めることのないように。
⑥緑黄色野菜をたっぷり。食べ物から適量のビタミンと繊維質のものを多くとる。
⑦胃や食道をいたわって、塩辛いものは少なめに、あまり熱いものは冷ましてから。
⑧突然変異を引きおこします。焦げた部分は避ける。
⑨食べる前にチェックして、かびの生えたものに注意。
⑩太陽はいたずらものです。日光に当たり過ぎない。
⑪いい汗流しましょう。適度にスポーツする。
⑫気分もさわやか。からだを清潔にする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立がんセンター提唱
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　ガンの一次予防として、一つには、禁煙、
節酒、減塩、節脂肪、そして緑黄色野菜、魚
介類などを積極的に摂取するといった、ガン
を遠ざけるライフスタイルが普及することが
望まれます。
　　　　　　　　　　　　かっせいさんそつまり、発ガンを促進する活性酸素などのラ
ジカルを減らし、それを抑制するベータ・カ
　　　　　　　　　　　　　　こうさんかざいロチンや、ビタミンCのような抗酸化剤の摂
取を最大にしょうとする、いわば通常兵器に
よる予防です。もう一つは、DNA診断にもと
つく遺伝子工学戦略を活用する、新兵器によ
る予防があります。
　このうち、ライフスタイル対策は、溶すぐ
にでも実行でき、しかもわずかな費用できわ
めて大きな効果が期待できる予防法です。ま
たltガン抑制遺伝子P53の異常をきたす確率は、
きつんん
喫煙総本数が多いほど高くなるということも
明らかにされたので、ライフスタイル対策の
中軸である「禁煙によるガン予防」の根拠が、
新しい遺伝子研究でさらに強化されたといえ
るでしょう。
　　　　　　　　　　　　　小川一誠　　　　　　　　　　　　　　　　監修　　　　　　　　　　　　　田口鐵男
　したがって、来世紀にかりに新兵器による　Φ
ガン予防時代が訪れても、ライフスタイル対愛
野の重要性は不変です。新兵器登場をただ待
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慕つだけでなく、低費用で十分効果が期待でき、
いますぐ実践できる、通常兵器によるガン予難
民、つまりライフスタイル操作によるガンの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼎一次予防を強力に推進すべきと思われます。
●「ガン予防十二か条」の実行を　　　　　　　鼎
　ライフスタイルをくふうするのに、国立が難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフ◇んセンターの提唱する、「ガン予防十二か条」
も参考になります。要するに、菜食、禁煙（そ　慕
れ・減麟酒、節脂肪）の・うな・白勺を射た凌
一次予防を強力に実行することによって、わ艶
暗黙騨なほどの効果を搬と馨
　ガンウイルスの研究やガン遺伝子、抑制遺聴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼎伝子などの基礎的研究が精力的にすすめられ
ます。それらの研究の成果によって、ガンを艶
根絶する新兵器の開発が期待されますが、そ鼎
れを待つまでもなく、現世代のガンの抑圧は、鼎
いわゆる「通常兵器」で十分に可能なのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚「ガンの早期発見と治療の手引き」より引用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚
鼎驚驚鼎艶藤驚鼎鼎鼎驚驚驚驚鼎驚驚艶驚艶薯需聴鼎驚艶鼎藤薯艶鼎鼎艶驚鼎艶驚艶驚艶驚驚艶藤
一15一
